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　第57回 粘 L科学討論会 （高知大会） は，’F成25年 9 月

4 目（水）〜6 日 （金 ） の 期 間．高知市文化 プ ラ ザ か る ぽ
一

とを会場に 開催され ま した．初日 は 台風の 接近 に よ る大

雨 に 見舞わ れ まし た が ，多 くの 方 々 に 参加 して い た だ き，

盛 況 に行 わ れ ま した．今回の 討論会で は．会場が中心市

街地 に あ り、参加者の 方 々 は 宿泊 ホ テ ル か ら歩い て 会場

へ 通 うこ とが で きま し た．討論会へ の 参加登録者数 は

149名 で ，内訳 は IE 会員77名，賛助会員10名．共 催学会

会員 10名，学生 会員29名，共催学会学 生 会員 3 名．非会

員18名，招待 2 名で した．討論会で は，冂 頭 発 表59件（内．

特別講演 1 件．シ ン ポ ジ ウ ム 講演 6 件，提案型セ ッ シ ョ

ン 8 件），ポ ス タ ー発 表37件．合計96件 の 発 表が 行 わ れ

ました．例年 に比べ て．発表件数 と参加者数が や や 少 な

くな り ま した が，日本セ ラ ミッ ク ス 協会 シ ン ポ ジ ウ ム お

よび 資源
・
素材関係学協会合同大会と口程が 重な っ た た め

と思 わ れ ます．なお，今回 の 討 論 会で は 口頭 発表20件 とボ

ス ター
発表 12件が．優秀講演賞の 審査を希望され て い まし

た．また．討論会へ の ご 参加 にあ た り，冂本粘．L学会へ 正

会員 9 名 と学生 会員17名の 新規 ご人会があ りました．

か るぽ
一

と 導強

討 論会 会場 （高知 市 文化 プ ラ ザか る ぽ一と）と懇親会会場

　　　　　 （ホテ ル 日 航高知旭ロ イヤ ル ）

　 さて ，討 論 会 前 日の 夕 方 に は，平成25年度第 4 回 常務

委員会が 討論会場 で 開 催 さ れ，口本粘 ⊥ 学会 の 会長
・
副

会 長 ・
常務委員長

・
常務委員 ・会計監査役の 方 々 が 参集

さ れ ま し た ．また ．第 6 回 若壬研 究 者研 究 発 表会 も開催

さ れ ま した，

　討 論会 1 「i凵は、受付 が 8 時30分か ら始 ま りま した．

今回 は 参加者 の ほ とん どが 事 前 参 加 登 録 （入 金 ） を され

た た め，受付で の 混雑が 見 られ ませ ん で した．9 時 か ら

A 会場 （2 階小 ホ ール ） と B 会場 （ll階大講義室）で ，
一

般講演 の 凵 頭発表が始まりました．’1
田 は，悪天候 に

もか か わ らず，早朝か ら た くさん の 方 々 に ご 参加 い た だ

き，討論会 は トラ ブ ル も無 く予定通 りに 進 め られ ま し

た．な お，　
・
般講演 の 1H 目は，無機材料

・
化学

・
物 理

分野 の 発表が A 会場，地球科学 ・資源 ・ヒ壌 ・肥料 ・建

設
・
農業 ヒ木分野 の 発 表が B 会場，2 目 目は 会場 と分野

が 逆 に なる よ うに プ ロ グ ラ ム 編成が な され て い ま した．

　 昼 休 み に は，
〜F成25年度第 4 回評議員会が会議室 で 開

か れ ま した．午後 は，13時 か らA 会場で，釜 由大學校 自

然科學 大學 の 黄辰淵会員 に よ る 特別講演 「韓国に おける

石 綿 鉱 物 の 産状 と石綿問題 に つ い て」が 行わ れ ま した．

韓国で は 1950年代から1990年代に かけて，石綿 が 多 くの

鉱 lllか ら 産 出 さ れ 利 用 さ れ ま し た．蛇紋 石 の 温石 綿

Cchrysotile） と角閃石 の 透角閃石綿 （tremolite）があ り，
こ れ ら の 地 質学的 産状 や 鉱物学 的 特性 を解説 され る と と

もに．韓国で 起 こ っ た 石綿問題 とそれらへ の 取 り組 み な

ど を紹介 して い た だ き ま した．引 き続 き，同会場 に て 14

時 か ら，シ ン ポ ジ ウ ム が開催 されま し た．「女性研究者

が 拓 く粘土科学 」 を テーマ に （企 画 ： ［比 野俊行会員
・

高木慎介会員），粘 ヒ科学分野 の 第
一

線 で ご活躍 され て

い る 6 名の 女性講師 の 方 々 に ご 講 演 を い た だ き，そ の 後

で 活発な総合討論が なされ ました．講演題 目と講演者 は，

「物質科学 と女性研 究者」： 實川節子氏 （日本 ロ レ ア ル ），

「有機変性粘
．
ヒ鉱物を用 い た 乳化物 の 調製お よび化粧品

へ の 応用 」： 関 根知子 会員 （資生 堂 ），「粘 上 鉱 物 ナ ノ シー

トを用い た 多重発光性極微量酸素 セ ン サ
ー

の 開発 を 目指

して」：佐藤久子 会員 （愛媛 大 ），「私が 粘 土 科学者 に なっ

た 訳
一

粘．ヒ鉱 物 と 関 わ っ た 研究 に つ い て
一

」： 鈴木憲子

会員（昭和薬科大）．「粘 L層と研 究」： 地 下 まゆ み 会員（大

阪 大 谷 大 ），「無機層状化合物 の 薬学応用」：林 亜 紀会員

（神戸薬科大） で した．なお，特別講演 とシ ン ポ ジ ゥ ム

の 講 演 者の 方 々 に は，国の 伝統的
．
1：芸品に 指定 され て い

る 「土佐和紙」の 盆が 贈 られ ま した．

　 シ ン ポ ジ ウ ム の 終 r後，討論会場 の す ぐ近 くに あ る ホ

テ ル 日航高知旭 ロ イ ヤ ル へ 歩 い て 移 動 し，懇親会 が 催 さ

れ ま した．参加者数 は 100名 （内，学生14名〉 で，討論

会参加者の 約 7 割の 方 々 が 懇親会に も ご参加 され た こ と

に な り ます，懇親会で は，実行委員会委員長の 中川 昌治

（高知大） の 司会進行 に よ り，日本粘 上 学会の 山田裕久

会長 （物材機構）の ご挨拶，高知大学の 櫻井克年総務担

N 工工
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蔘

特 別 講演 （黄 辰 淵先 生，宮脇会員 が撮影）

遭

匡
コ
車δ「」

シン ポ ジ ウム 会 場 （A 会場 高 知 大生 が 撮 影 〉

当理 事に よ る 開 催地 高知大学 の 代表 ご挨拶．永田洋会員

に よ る 乾杯 の こ発声 が あ り，ヒ佐 の 郷 十 料理 や 地 1酉を楽

しみ な が ら和 や か な 歓談 の ひ と と きが 持 た れ ま した．宴

も中盤 に さしか か っ た 頃 に は，よ さ こ い 鳴 ∫
・
踊 りの 踊 り

了
一7 名が 人 場 して．郷土芸能 の 踊 りを ロ∫憐 に 演 じ ま し

た．粘上会員も踊 り子 に混 じっ て 舞を楽し まれ ま した．

この 郷 h芸 能は 高知市か らの 歓迎サ ービ ス と して 提供 さ

れ ま した．会の 後
’
トに は．特別講演者の 黄辰 淵 会員、シ

ン ポ ジ ウ ム 講 演者 の 實 川 節 了
一
氏 ・鈴木憲 了会員

・
佐藤

シ ンポジウム 講演 （實川節子先生）

　　　　　　　　シン ポ ジウム 総合討論

（左から林先生，地下先生，鈴木先生，佐藤先生，関根先生，實川先生）

久 子 会 員，志 々 「1正 高会員 （ボ ル ク レ イ ジ ャ パ ン ），

鈴木啓 ｛会員 （北海道 大 ），学 生 を 代表して 井 L沙綾 子

会 員 〔東京大），若手 の 会代表の 鈴木康孝 会 員 （lllll大 ），

元 会長 の lllli皓彦会員 （東邦 大 ），粘 ⊥ 学 会初参加 の

小 林 隆 司 氏 （物材 機構 ） の ス ピーチ が あ り，ま た，

横山信吾会員 〔電中研 ） と鈴木正 哉 会員 （産総研） に

よ る 2 目 目 の 提案型 セ ッ シ ョ ン の 紹介 が あ り ま した．

会の 終 わ りに は，八 川 珠郎常務委員 長 （国 際農林 ） か

ら次 回 の 粘 土 科学討論 会が 福 島で 開催 さ れ る 報 告 が あ

4

高知大学 理 事 の挨 拶 （櫻 井克年先生 ） 乾杯 の 挨 拶 （永 田 洋会員）
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よさ こ い 鳴子 踊 り （チーム まい や ）

恥

’

き

貯

eqへ 威 丶
．一．

』 つ 影冫

よ さ こ い を舞う粘土 会員 （高知 大生 が 撮 影）

り．［ll崎 淳 司 会員 （早 稲 出 大 ） の 中締 め で 盛 況 の う ち

に 閉会 し ま した．

　 討 論 会 2 凵 目 は． 9 時か ら 2 会場 に 分か れ て
一

般講演

の 口 頭発表が 行 わ れ，11時 か ら は A 会場で 総 会が 開催 さ

れ ま した．総 会 で は，伊藤健
一

会員 （宮崎大）を議長 と

し て．山 川 会長 の ご 挨拶，各種の 報告 と審議 が 行 わ れ，

最 後 に学 会 賞等の 表彰が な され ま した，受賞者は 以 下 の

通 りで す，学会賞 ： 八 田 珠郎会員，功績賞 ：川地武会員，
功 績 賞 ：神 山 宣 彦 会員，奨励賞 ： 皆瀬慎会員，奨励賞 ：

渡辺 雄 「 郎会員，技 術 賞 ：片元 勉会員
・
末益匠会員，論

文 賞 （粘 土 科学 〉：小 rrl治恵氏
・
本 出 明氏 ・高瀬博康氏 ・

小曽根健嗣氏 ・佐 々 木良
一

氏 ・山 口 耕平氏
・
佐藤努会

員，論 文 賞 （Clay　Science）； 桑原義博 会員 ・石 田 清降

氏 ・L原誠
一

郎会員 ・北 逸朗 氏 ・中牟田義博会員
・
林

辰 弥 氏 ・藤 井 理 恵 氏，学術 振 興 基 金 賞 ： 富永亮会員 ・

小澤俊輔会員 ・岡橋束 子会員 ・塚 本孝政会員
・大 谷優 太

会員．

　午後 は 12時30分か ら C 会場 （7階 展示室 ） で ポ ス ター

発 表 が 行 わ れ ま した．多 数 の 方 々 に ご 参加 い た だ き，活

発 な 討論が 行わ れ まし た ．また ．12時 か ら13時 まで，平

成26年度第 1回 評 議 員 会 と平 成26年 度 第 1 回営務委員会

が 会 議 室 で 開か れ ま した．

　ポ ス ター発表の 後，14時 3  分 か ら再 び 2 会 場 に 分 か れ

総会 （山田 裕久会長 の 挨拶，篠原 会 員 が撮影 ）

て
・
般講演 の Il頭 発表が 行わ れ．後

’
ltは提案 型 セ ッ シ ョ

ン と して 企 画され ました．提案型 セ ッ シ ョ ン の 題 凵 は，
A 会場 ： 「粘 土 鉱物一

放射性 セ シ ウ ム 相 互 作用 に 関す る

先端研究」 （提案 ： 横山信吾会員），B 会場 ： 「ア ロ フ ェ

ン ・イ モ ゴ ラ イ トの 評価 と応 川最 前線」 （提 案 ： 鈴木

正 哉会員） で した．A 会場 で は，1顧 発表の 前半 に も，

提案 型 の テ
ー

マ に 関 連す る 発表が集め られ て い ま した．

提 案型 セ ッ シ ョ ン で は，矢板毅氏 （原了ツJ機構）・鈴木

伸
一

会員 （原 r一力機構 ）・北 澤英 明 会 員 （物材機構 〉
・

口頭 発表 （A 会 場．篠原 会員 が撮 影 ） 口 頭 発表 （B 会場，篠 原 会 員が 撮影）
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ポ ス ター発表 （C 会 場 ）

Utewmp

ポ ス タ
ー

発 表 （C 会 場 ）

末原茂会 員 （物 材 機 構 ）・大 川 政 志 会 員 （沼 津高専）・

梅村泰史会員 （防衛大）・犬飼恵
・
会員 （産総研）・敷中

一
洋会員 （東京農」．二大 ） に よる 最 新 の 研 究 成 果 の 発 表 が

行 わ れ，発 表後の 討論も終 了 時間 を大幅 に 延長す る ほ ど

活発 に 行 わ れ ま した．

　討論 会 3H 目 は，高知大学 の 大型 バ ス を使用 して ，四

国中央 部別子地 域 へ の 見 学 会 が 開 催 され，26名の 方 々 に

ご 参加 い た だ きま した ．か る ぽ
一と 1舞の バ ス タ

ー
ミ ナ ル

を 8 時 に 出 発 し，10時前に は 愛媛 県 新 居 浜 ili南部 の 別 子

地 域 に 到着し ま した．別 子 銅山 は 元 禄 4 年 （1691年）の

開坑 か ら 昭和48年 （1973年）の 閉 山 まで に 約70万 トン の

銅 を 産 出 し，ri本 の 経済や 産業の 発 展 に大 きく貢献 し ま

した．か つ て 銅 山 の 町 と して 賑 わ っ た 地 域 は，銅 山 関 係

の 遺跡 と自然 景観 を 活か した 観光地 と して 整備 さ れ ，［11：

界遺 産 へ の 登 録 も 目指 さ れ て い ます ．ま た，別 f’地 域 は

一モ波 川 帯高圧 型 変成岩類 の 代表的な分布地域 で あり，変

成岩や テ ク トニ ク ス の 素晴 ら しい 研究が多くな され て い

ます．見学会で は，住友 別子 銅 山 記 念 館，登 録 有 形 文化

財 と して 登 録 され て い る 数 々 の 遺跡，観光施設マ イ ン ト

ピ ア 別子の 観 光 坑 道 を 見学 した 後，施 設 内 の レ ス トラ ン

で，地 元 の 食材を使 っ た 和食御膳 に 舌鼓 を打ちま した．

昼 食後 は三 波川 帯 の 高 変 成 度 地 域 に 産 す る柘 榴 石 角 閃 岩

や 糸1簾石 石 英片岩 を採集 し ま した．帰 りは JR伊予上 居

駅 に 立 ち寄 り，予定 の 時 間 通 りに高 知 龍 馬 空 港 とは りま

や 橋 に 着 くこ とが で きま した．

　今回の 討論会 で は，関連 学 会 と 目程 が 重 な り，ま た，

初 冂は 悪 天 候 に 見 舞 わ れ ま した が，全国か ら た くさん の

方 々 に お 集 りい た だ き ま した．実 行 委員 会 は 「お もて な

し」 で お 迎 え で き ます よ う全身全霊 を傾けま した．討論

会 の 開催 に あ た り ま し て は．日本粘 土 学 会 の 会 長 ・副 会

長 ・常 務 委 員 長 ・常務委 員 会委員 ・評議員会委員 ・事務

局員，高知 市文 化 プ ラ ザ か る ぽ 一との 皆 様 に ご 支 援 ・ご

　　　　　　　　　　　　協力 を 賜 りました．座 長 を務

見学 会 （別 子銅 山第 四通 洞 口 ）

め て くだ さ っ た 先 生 に は，討

論会 を順調 に 進め ，活発 な 論

議 へ 導 い て い た だ き ま した．

高知大学 の 支援学生 の 皆様 に

は 討 論 会の 会場 設 営 や 会場 で

の 運営業務 に ご協力い た だ き

ま し た，篠 原 也寸志会員 （労

働安 全 衛 生 研）と宮脇律郎会

員 （国 立 科博〉 は，討論会の

写 真 を ご 恵与 くだ さ い ま し

た．ま た ，討論会 開 催 に あ た

り，多 く の 関 連企 業 ・高知

市
・
高知県観光 コ ン ベ ン シ ョ

ン 協会 ・高知大学理 学部門様

か ら ご 援助 を賜 りました．こ

の 場 を お 借 り して 厚 く御礼申

し．E げます．最後 に な りま し

た が．ご多用 な 中，高知大 会

に ご参加 い た だ きまし た皆様

誠 にあ りが とうご ざい ました．
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表彰式 （9 月 5 日 総 会）

学 会 賞 ：八 田珠 郎 会員

論文賞 〔粘土科学〉： 小 田治 恵 氏 ・本 田明 氏 ・
高瀬博康氏

・

小曽根健 嗣氏 ・佐 々木良一氏 ・山 ロ 耕平 氏 ・佐藤努会員

論文賞 （Clay　Science ＞： 桑原義博会員
・
石 田 清隆氏 ・

上 原 誠一郎 会 員 ・北逸朗氏 ・中 牟 田 義 博 会 員 ・林 辰弥氏
・

藤井理 恵氏 （写 真 は桑原 義 博会 員 〉
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学 術振 興 基金 賞 ：富 永亮 会員

学術 振 興基 金 賞 ：大谷 優 太会 員

79

学術振興 基金賞 ：小澤俊輔会員

（写 真 は代理 の 鈴木憲 子 会員）

学術振興基 金 賞 ： 塚本孝政 会 員
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